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まず始めに、2012年3月期総括についてご報告
いたします。 

 

当期は、事業基盤構築の最終年度であり、総仕
上げの1年として取り組んでまいりました。その
結果、次の4つを実現することができました。 
 

一つ目に、当期は東日本大震災の影響を受けた
ものの、これまでの基盤固めが奏功し、増収を
確保、また営業利益も3期連続で20億円を上回る
ことができました。 

 

二つ目に、重要指数である挙式披露宴単価も前
年からの上昇基調を継続し、既存店において前
年同期と比較して約9万円の増加となりました。 

 

三つ目に、来期の業績に影響する来期受注進捗
は好調に推移しており、直営店の期末時点にお
ける来期受注組数残高は、前年同期と比較して
9%の増加となっております。 
 

四つ目に、有利子負債は、財務基盤強化に向け
計画的に削減しており、前期末と比較して17億
円減少の176億円となりました。 

 

これらは、強固な事業基盤が確立できた証左で
あり、2013年3月期からの中期経営計画（2012
年2月3日発表）の順調なスタートにつながって
おります。 



連結損益計算書の概要です。 
 

当期は、事業基盤構築の最終年度として、
中長期的な成長に向けた体制作りの総仕上げ
を行ってまいりました。震災の影響を受けた
ものの、増収を確保、営業利益も20億円を
上回り、2013年3月期からの中期経営計画に
向けた体制固めができました。 
 

売上高は47,983百万円となり、前年同期と
比較して1,266百万円増加し、2.7%の増収と
なりました。 
 

当期も事業基盤の強化や、2013年3月期か
ら始まる中期経営計画に向けた先行投資を
行ったため、販管費は前年同期と比較して
916百万円増加し、23,588百万円となりまし
た。 
 

その結果、営業利益は2,212百万円となり
ました。経常利益は支払利息の削減により、
1,588百万円となり、増益を確保いたしまし
た。当期純利益は453百万円となり、前年同
期と比較して238百万円の増加（前年比
211.0%）となりました。 
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続きまして国内ウェディング事業の売上高の内訳を
ご説明いたします。 
 

直営店の挙式披露宴単価は上昇基調が続いておりま
す。これは営業時の提案力向上や、受注進捗の順調な
推移によるものであります。 
 
業界では画一的なパッケージプランや過当な価格競
争が展開されておりますが、当社はクオリティを重視
した挙式披露宴の実現にこだわり続けるとともに、受
注サイクルの更なる適正化を戦略的に推進しておりま
す。そのことが奏功し、披露宴単価は前年同期と比較
して85千円増の3,975千円となりました。 
 

その結果、震災の影響で取扱組数は減少したもの
の、直営店の売上高は39,057百万円となり、増収を
確保いたしました。 
 
プロデュース型は、様々な個性とブランド力を有す
るレストランとの提携事業に加え、当社のプロデュー
ス力を活かし、ビルイン施設のプロデュース及びホテ
ル婚礼受託をスタートしております。 
 

取扱組数は前年同期と比較して167件増の805件と
なり、平均単価は前年同期と比較して105千円増の
2,844千円となりました。 
 

その結果、売上高は2,304百万円（前年同期比 
+540百万円）となり、30.6%の増収となりました。 
 

なお、後程改めてご説明いたしますが、直営店の3
月末時点における来期受注組数残高は、前年同期と比
較すると109%となっており、来期受注進捗は順調に
推移しております。 
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続きまして、海外・リゾートウェディング
事業の売上高及び営業利益の内訳をご説明い
たします。 
 

当期も海外・リゾートウェディング事業は
躍進を続けております。売上高は9%増の
4,355百万円（前年同期比 +341百万円）、
営業利益は31%増の376百万円（前年同期比 
+88百万円）となり、増収増益を達成してお
ります。 
 

主力であるハワイにおいては、「モアナ
サーフライダー ウェスティン リゾート&ス
パ」内のチャペルの受注が引き続き好調に推
移いたしました。グアムやバリにおいては、
引き続き既存施設の受注が堅調に推移してお
ります。また、沖縄においては、施設のリ
ニューアルを施し、その効果が表れてきてお
ります。 
 

その結果、取扱組数は伸張し、挙式披露宴
単価も堅調に推移いたしました。 
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売上総利益及び営業利益に係る項目の内訳
についてご説明いたします。 
 

売上総利益は、挙式披露宴単価が順調に推
移が寄与し、前年同期と比較して846百万円
増加し25,801百万円となり、売上総利益率
は0.4ポイント改善いたしました。 
 

また、当期は人材及び商品・サービス力 
強化への投資を継続いたしました。また、
2013年3月期からスタートする中期経営計画
の達成に向け、重点方針である新規出店、新
規提携及び海外戦略の強化などの積極的な先
行投資を行いました。 
 

その結果、販管費は23,588百万円、営業利
益は2,212百万円となりました。 
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経常利益及び当期純利益に係る項目の解説
です。 
 

有利子負債の削減、金利の低減により支払
利息が前年同期と比較して61百万円減少し、
営業外損益の改善が進みました。 
 

その結果、経常利益は、前年同期と比較し
て46百万円増加の1,588百万円となり、増益
を確保いたしました。 
 

また、災害による損失等の影響がなくなり、
特別損失は前年同期と比較して大幅に減少い
たしました。 
 

なお、税制改正に伴い繰延税金資産を254
百万円取り崩した結果、 当期純利益は453
百万円となりました。税制改正がなかったと
仮定いたしますと、概算で当期純利益は707
百万円となり、前年を大きく上回る水準を確
保したものと思われます。 
 

10 



連結貸借対照表の資産の部の解説です。 

 

総資産は前会計年度末と比較して1,243百
万円減少し、43,390百万円となりました。 

 

一部の建物リース物件の買取を進め、購買
価格相当額を保証金と相殺し、自社保有とい
たしました。加えて、建物リースのうち、一
定期間を経過した店舗について、リース料と
保証金との相殺を行っております。 

 

以上の要因により、敷金及び保証金が前会
計年度末と比較して1,628百万円減少いたし
ました。今後、建物リース物件を購入したこ
とによりリース料の軽減による損益の改善が
見込まれるとともに、リース料と保証金との
相殺によるキャッシュ・フローの改善が進み
ます。 

 

今後も、このような資産効率化を推進し、
損益やキャッシュ・フローの改善を図ってま
いります。 
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連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 

当期は、震災の影響を考慮し、手元資金を
確保するため、期中において一時的に借入金
を増加させましたが、業績の順調な推移と投
資の効率化により、計画的に有利子負債の削
減を推し進めました。 
 

その結果、有利子負債額は前期末と比較し
て1,741百万円減の17,652百万円となりまし
た。 
 

なお、今後も計画的に有利子負債の削減を
実施してまいります。 
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連結キャッシュ・フロー計算書の解説で
す。 

 

当期のフリー・キャッシュ・フローはプラ
スを確保し、有利子負債の削減が進みまし
た。これは、既存店舗の業績が順調に推移し
たこと、前述のリース料と保証金の相殺によ
り営業キャッシュ・フローの改善が進んだこ
となどによるものです。 
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2012年3月期末の剰余金の配当についてご
説明いたします。 

 

当社は、継続的な成長を実現するための投
資を行いつつ、株主の皆様への利益還元を適
正かつ安定的に行う方針としております。 

 

期末配当につきましては、中長期的な成長
を実現するための投資の必要性等も総合的に
勘案し、1株当たり100円とさせていただき
ます。 

 

なお、本件は2012年6月28日開催予定の定
時株主総会に付議する予定でございます。 
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続きまして、本年2月3日に発表いたしまし
た2013年3月期からの3ヵ年中期経営計画に
ついてご説明させていただきます。 

 

中期経営計画を策定するにあたり、 
当社の2020年度の目指す姿を 
“T&G「2020Target」”として描きました。 

 

“T&G「2020Target」”は、企業理念「人
の心を、人生を豊かにする」をベースに、次
の２つのことを掲げています。 

 

一つは、当社のプロデュース力とホスピタ
リティの高さをグローバルに展開し、 

「グローバルカンパニーとしての地位確立」
を目指します。 

 

もう一つは、結婚及びその周辺事業から、
お客様の生活領域全般における総合的なビジ
ネスを展開する「総合生活カンパニーへの進
化」を目指します。 

 

そして、当社グループ連結売上高1,000億
円の達成を目指します。 

16 



2020Targetは、3段階の3ヵ年中期経営計
画で実現を目指します。 

 
第一次中期経営計画である153Pはその
ファーストステップであり、「第2の成長ス
テージ確立期」と定義しております。 
 

ここでは、大きく2つのことを目指します。
それは、「海外進出加速化」と「総合ブライ
ダルカンパニーの確立」です。 
 

このことにより、次のステージである「グ
ローバル展開期―海外展開本格化&総合ブラ
イダルリーディングカンパニー」への布石を
打ってまいります。 
 

※153P：創業『15』年目からの 
    『3』ヵ年中期経営計画(『P』lan） 
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次に、153P目標数値についてご説明いた
します。 
 

153Pでは、成長と財務基盤の強化の両面
を重視し、健全なる成長を目指します。 
 

最終年度である2015年3月期において、売
上高600億円、営業利益は2012年3月期の倍
増となる48億円（営業利益率8%）、当期純
利益25億円の達成を目指します。 
 

また、投資効率性を重視した経営を推進い
たします。「ROCE」を重要指標として設定し、
18%への向上を目指します。 
 

これにより、自己資本比率50%、有利子負
債は130億円を目指し、財務基盤の強化を図
ります。 
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続きまして153P成長イメージと重点戦略
について、ご説明いたします。 
 

連結売上高600億円を実現するため、3つ
の成長戦略に取り組みます。 
 

一つ目は、「直営店舗の強化」です。ここ
では、差別化戦略として“One Heart 
Wedding”の追求を推進してまいります。ま
た、シェア拡大と事業基盤強化を目的に、投
資額を倍増させます。 
 

二つ目は、「ホテル婚礼受託事業の拡大」
です。第2の柱事業として育成し、売上高50
億円の達成を実現いたします。 
 

三つ目は、「海外戦略の加速」です。アジ
ア婚礼プロデュース拡大とリゾートウェディ
ングシェア拡大により、連結売上高における
構成比を10%強にまで成長させます。 
 

また、財務戦略として「強固な財務基盤の
構築」を実現いたします。フリー・キャッ
シュ・フロー拡大により、2011年3月期末比
30%強の有利子負債の削減を実現いたしま
す。 
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2013年3月期の位置付けについてご説明い
たします。 
 

2013年3月期は153P初年度であり、2014
年3月期、2015年3月期に向けた成長の布石
を打つ年と位置付けております。 
 

着実に積み上げてきた事業基盤をベース
に、既存店の収益性を高め、また新規出店、
新規提携等の新たな収益源を創出し、153P
成長の礎を築いてまいります。 
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2013年3月期の連結通期業績の計画は下記
の通りです。 
 

売上高 50,000百万円 
（前年比 ＋2,016百万円） 
営業利益 2,600百万円 
（前年比 ＋387百万円） 
経常利益 2,000百万円 
（前年比 ＋411百万円） 
当期純利益 800百万円 
（前年比 ＋346百万円） 
 

2013年3月期は、収益力を高めることも命
題の一つとして取り組んでまいります。一方
で、次年度以降の飛躍に向けた先行投資も実
施し、成長の礎を築きます。 
 

その結果、営業利益、経常利益、当期純利
益はそれぞれ18%、26%、77%の増益計画とい
たします。 
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最後に、国内ウェディング事業の主要指標
の計画です。 

 

直営店について、取扱組数は、前年より施
設数の変動がないものとして、既存店のみで
9,900組を計画しております。 

 

挙式披露宴単価は保守的な計画とし、前年
と同額の3,975千円としております。 

 

また、プロデュース型について、取扱組数
は、ホテルの婚礼受託や新規提携等の効果を
見込み、900組を計画しております。 

 

挙式披露宴単価は前年比増となる2,850千
円を計画しております。 
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なお、参考情報となりますが、直営店の来
期受注組数残高は、2012年1月末時点で、前
年同期比104%でしたが、先述の通り、2012
年3月末時点では、109%まで積みあがってお
ります。 
 

プロデュース型についても、2012年3月期
よりプロデュースを開始したホテルブエナビ
スタ等が寄与し、受注は順調に推移しており
ます。 
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続きまして、2013年3月期の重点方針について、
ご説明いたします。 
 

153Pで掲げている3つの成長戦略を確実に実行
いたします。 
 

直営店舗の強化として、「確実な新規出店」、
「ハード・ソフトの更なる強み創り」を推進い
たします。また、「次世代ウェディングスタイ
ルの創出」にチャレンジし、差別化戦略を推進
いたします。 
 

ホテル婚礼受託事業の拡大として、「ホテルの
提携数の拡大」に注力いたします。 
 

海外戦略の加速として、上海を中心にアジア婚
礼プロデュースの受注件数を拡大し、「アジア
市場の創出」を図ります。また、引き続き「リ
ゾートウェディングシェアの拡大」を目指しま
す。 
 

その一方で、財務戦略として、積極投資を行い
つつも、「フリー・キャッシュ・フロー増加」
を図り、2013年3月期末の有利子負債額を160億
円（前期末比 －16億円）まで削減させることを
目指します。 
 

次ページより、詳細をご説明いたします。 
 

25 



まずは、直営店舗の強化における「確実な
新規出店」「ハード・ソフトの更なる強み創
り」について、ご説明いたします。 
 

左のグラフ及び表は、2013年3月期からの
3ヵ年153P期間における投資額のイメージで
す。 153P期間においては、過去3年間の投
資額の倍増となる90億円の投資を計画して
おります。これまで通り、事業基盤構築のた
めの投資（44億円）を確保しながら、成長
に向けた投資（46億円）を拡大させます。 
 

成長投資においては、新たなトップライン
創出を目的に、新規出店、M&A、海外投資
等、積極的な投資を行います。特に新規出店
においては、有望なエリアをしっかり見極
め、新しいコンセプトの店舗を出店いたしま
す。 
 

事業基盤投資においても、リニューアル・
修繕投資、営業効率強化のためのICT（シス
テム）投資、及び人材投資といった、事業の
根底となるハード・ソフト両面への積極的な
投資を行い、更なる強み創りを推進してまい
ります。これにより、既存店におけるトップ
ラインを向上させ、ハウスウェディングの
シェア拡大を加速させてまいります。 
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既存店舗について、計画的なリニューアル
を実施してまいります。（2013年3月期は6
店舗を計画） 

 

これらの店舗はオープンして7～11年経過
しておりますが、今なお、お客様から高い支
持を得、毎年高い業績を残しております。 

 

このことは、ハード面の投資だけでなく、
お客様対応などのソフト面でのサービス力を
充実させ、ハードとソフトの両面からバラン
スの取れた投資を行ってきたことによるもの
です。これは、当社が長期安定的に業績を維
持させるノウハウを有している証左であると
考えております。 

 

こうしたリニューアルにより、オープンか
ら一定期間を経過した店舗を、より高い支持
を得られる店舗として長期安定的に維持し、
既存店の活性化につなげてまいります。 
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2012年4月に組織改編を行い、新たな組織
体系として、エリア制を導入しました。 

 

全国5つのエリアに営業部を設置し、エリ

アにおける営業施策の立案、実行機能をエリ
ア責任者に権限移譲いたしました。これによ
り、エリア特性に応じたきめ細やかな施策を
より迅速に展開することが可能となります。
一方、本社の営業戦略機能は、全国統一施策
やブランディングに特化いたします。 

 

今後も、全国展開の強みを活かしながら、
きめ細やかな地域戦略を展開し、当社の優位
性を高めてまいります。 
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「次世代ウェディングスタイルの創出」に
ついて、ご説明いたします。 
 

当社は、施設の「一軒家貸切」、一人の
ウェディングプランナーがパーティ施行まで
全てを担当する「一顧客一担当制」というユ
ニークなシステムによって、ご新郎ご新婦様
の想いをくみ取り、オリジナルウェディング
を提供いたしております。そして、ご新郎ご
新婦様やご親族様、参列されたゲストの方々
の「心がひとつになる瞬間」を生み出すこと
が結婚式の本質であり、このような結婚式を
“One Heart Wedding”と名付け、差別化戦
略として推進しております。 
 

今後は、これら差別化要素をベースに、最
先端ウェディングを取り入れながら、新たな
「次世代ウェディングスタイルの創出」へ挑
戦してまいります。 
 

これらの取り組みにより、ハウスウェディ
ング市場での地位を更に高めてまいります。 
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新たなプロデュースサービス“Haute couture 
Design”（オートクチュールデザイン）をスター
トいたしました。 

 

現在日本における挙式披露宴は、最初にお客様
は会場を決定し、会場決定後にその会場のサー
ビスや商品を選択するのが一般的です。“Haute 
couture Design”ではその概念を取り払い、お客様
のヒアリングをもとに、会場探しはもちろん、
ウェディングドレスや装花、各種演出、当日の
施工・進行まで全てを、お客様のご要望に合わ
せてトータルプロデュースいたします。 

 

当社はこれまで、自社会場に限らず、中国・海
南島や都内主要ホテル、老舗旅館等の様々な場
所で、著名人等のウェディングプロデュースを
手掛けてまいりました。また、欧米など世界の
ウェディング情報をリサーチし、従来にない新
しいアイディアや最新トレンドを取り入れてま
いりました。これらの実績とノウハウをベース
に、日本ならではの「おもてなしの精神」と、
これまで当社が国内外で培ってきた「究極のこ
だわり」を進化させ、“日本発 世界基準”の
ウェディングスタイルを創出いたします。 

 
また、“Haute couture Design”で培った新たな
ノウハウは、自社会場における新商品やサービ
スとして展開するとともに、それらを新たなト
レンドとして世の中に発信してまいります。 
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ホテル婚礼受託事業の拡大について、ご説
明いたします。 
 

ハウスウェディング以外の大きな市場とし
てホテルの婚礼市場が挙げられます。当社は
この市場において、今までに培ってきたプロ
デュース力を活かし、ホテルの婚礼受託の開
拓を進めます。 
 

ホテルの「ブランド力」「ホスピタリティ
力」と、当社の婚礼事業におけるノウハウを
融合させたWin-Winの関係により、ハウス
ウェディングとは異なる新たな顧客層の開拓
を目指します。 
 

特に2013年3月期では、ハイクラスのホテ
ルとの新規提携に注力し、提携数拡大を図っ
てまいります。この度、2件目となる案件を
開始する運びとなりました。このように、実
績とノウハウを順次積み上げ、更なる事業の
拡大につなげてまいります。 
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海外戦略の加速について、ご説明いたしま
す。 
 

すでにご報告のとおり、香港及び上海に現
地法人を設立し、サロンの出店、アッパーミ
ドル層の婚礼プロデュースをスタートする等、
成長マーケットであるアジアへの展開を加速
しております。 
 

引き続き、アジアにおけるアッパーミドル
層の婚礼プロデュースの受注件数を拡大させ
ることで、市場の拡大を目指してまいります。 
 

また、当社連結子会社で展開するリゾート
ウェディング事業の拡大を加速化させます。
送客先となるリゾート地での新規出店、ホテ
ルとの提携、リニューアルによる強化はもち
ろん、国内販売網の拡大・強化も積極的に実
施いたします。 
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海外・リゾートウェディング事業の業績は、
先述のとおり躍進を続けております。 

 

現在、施策の一つとして国内販売網の強化
に取り組んでおります。国内の大手旅行代理
店との提携によるチャネル拡大が奏功し、受
注組数が大幅に増加いたしました。 

 

また、直営サロンにおいてもリニューアル
による強化を実施しております。「アールイ
ズ・ウェディング心斎橋サロン（大阪）」に
おいては接客スペースを拡張し、インテリア
の刷新を行いました。これにより、より快適
なスペースでの接客が可能となりました。 

 

今後も、シェア拡大に向けて、引き続き集
客チャネルの強化を推進してまいります。 
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最後に、財務戦略についてご説明いたしま
す。 
 

153P期間においては、投資を拡大する一
方で、投資の効率化、及びリース料と保証金
の相殺（40億円）によるフリー・キャッ
シュ・フローの拡大（73億円）を図り、
2015年3月期末には有利子負債額を130億円
まで削減させることを目指します。 
 

2013年3月期においては、投資の少ないホ
テル婚礼受託事業の拡大と、ハウスウェディ
ングの新規出店を組み合わせるポートフォリ
オの考え方に基づき、投資金額を抑制しなが
ら、収益の拡大を図ります。 
 

また、オープンより一定期間を経過した店
舗について、リース料と保証金の相殺を行
い、フリー・キャッシュ・フローの改善を図
ります。 
 

これらにより、2013年3月期末には、有利
子負債額を160億円まで削減させることを目
指します。 
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2013年3月期の配当予想についてご説明さ
せていただきます。 

 

適正かつ安定的に利益配分を行う基本方針
に則り、中長期的な成長を実現するための投
資の必要性等を総合的に勘案し、2012年3月
期と同水準となる1株当たり100円の年間配
当金を予定しております。 
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